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Ⅰ 座間市の現状 

 

１ 人口の推移 

 

座間市の総人口は、近年 13 万人前後で推移しています。平成 27 年以降は増加傾向を示

し、令和元年には 13 万人を超えました。今後、人口は減少すると推計されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：情報システム課調（各年 10 月 1 日） 

 

２ 世帯数の推移 

 

座間市の世帯数は一貫して増加し、一世帯あたりの世帯人員は減少しています。一人暮

らし、核家族化が進んでいることが示唆されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：情報システム課調（各年 10 月 1 日）  

5 年ごとの推計値 

「座間市の人口推計（令和 2 年 10 月）」(企画政策課調) 
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３ 高齢者人口の推移 

 

65 歳以上の高齢人口は増加し、令和 2 年現在 33,721 人、高齢化率 25.8％です。10 年前

に比べて約 8,700 人増加しています。 

 

 
資料：国勢調査（令和 2 年 10 月 1 日の人口は、国勢調査結果反映前の仮人口） 

 

４ 子ども人口の推移 

 

0-14 歳人口（年少人口）は減少し、令和 2 年現在 15,038 人、年少人口比率 11.5％で

す。10 年前に比べて約 2,000 人減少しています。 

 

 
資料：国勢調査（令和 2 年 10 月 1 日の人口は、国勢調査結果反映前の仮人口）  

令和 2 年以降は推計値（企画政策課調） 

令和 2 年以降は推計値（企画政策課調） 
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５ ひとり暮らし高齢者の現状（市全域・日常生活圏域ごと） 

 

座間市のひとり暮らし高齢者数は 6,825 人で、日常生活圏域ごとに差はありますが、

65-74 歳の方よりも 75 歳以上の方が多くなっています。 

ひとり暮らし高齢者登録事業登録者数は減少しています。 

 

ひとり暮らし高齢者数 

 
    日常生活圏域別   コミュニティセンターエリア別 

 

資料：戸籍住民課調（令和 2 年 9 月 1 日現在） 

 ひとり暮らし高齢者登録事業登録者数推移 

 
資料：福祉長寿課調（各年 4 月 1 日）  

ひとり暮らし高齢者率の母数

（高齢人口）は H27 年国勢調

査による 
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６ 要介護高齢者の推移 

 

要介護認定者は年々増加しています。 

 

 

資料：介護保険事業状況報告（年報）（各年 3 月 31 日） 

７ 障がい児・者の推移 

 

障がい児・者は年々増加しています。 

 

 
資料：障がい福祉課調（各年 4 月 1 日）  
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８ 入所児童数、就学前児童数の推移 

 

入所児童数は増加傾向にあります。保育所数は 5 年間で 9 か所増加しています。 

就学前児童数は減少傾向にありますが、待機児童数はやや増加しています。 

 

保育所の状況 

 
資料：保育課調（各年 4 月 1 日） 

 

就学前児童数・保育所入所定員・保育所待機児童数の状況 

 

資料：保育課調（各年 4 月 1 日）  
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９ 外国人住民の状況 

 

外国人住民は増加しています。 

 

 
資料：戸籍住民課調（各年 12 月 31 日 ※R2 年は 9 月 30 日現在） 

 

１０ 生活保護の推移 

 

座間市の保護率は減少しています。 

 

 

資料：保健・福祉の概要（各年 4 月 1 日） 
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１１ 生活困窮者就労者数 

 

新規相談受付件数は増加しています。また、就労決定者数は直近で 90 人となっています。 

 

 
資料：保健・福祉の概要 

 

１２ 自治会加入状況 

 

自治会加入世帯数、加入率は減少しています。 

 

 
資料：市民協働課調（各年 4 月 1 日）  
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１３ 老人クラブの状況 

 

老人クラブ数に大きな変化はありませんが、会員数はやや減少傾向です。 

 

 

資料：福祉長寿課調（各年 4 月 1 日） 

 

１４ 市社会福祉協議会ボランティアセンター登録団体数 

 

市社会福祉協議会ボランティアセンターへの登録団体数は 57 団体です。また、ボラン

ティアの個人登録も行っています。 

 

分野名 団体数 

障がい者支援 13 

福祉施設支援 3 

子育て支援 8 

外国人支援 4 

学術・文化・芸術等振興 19 

まちづくり環境保全 8 

生涯学習 2 

計 57 

資料：市社会福祉協議会調（令和 2 年 3 月 31 日現在） 
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１５ 地域の枠組みの例 

 

座間市内には、様々な地域の枠組みがあります。 

 

 

６圏域（日常生活圏域） 

 

 

 

コミュニティセンターエリア 
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自治会区分 

 

 

 

字界 
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Ⅱ 市民アンケート結果について 

 

地域福祉計画（第四期）策定のための基礎資料とすることを目的に、市民アンケート調

査を実施し、市民の地域福祉に関する意識や実態を把握しながら、課題や問題点を整理し

ました。 

 

 

１ あなたは、普段、地域の方と、どの程度の付き合いがありますか。 

 

 

 
 

 

 

 

 

「会えばあいさつを交わす」程度の付き合いまで含めると、市民の８５％は近隣と何らかの

付き合いがあります。 

普段の付き合いのなかでお互いを見守ることができれば、何か変わったことがあっても気付

き、必要な支援に結び付けることが可能になります。 

ここでいう見守りとは変化に気づくということであり、近隣と深い付き合いや、家族ぐるみ

で仲良くするといったことではありません。新聞が溜まっている、雨戸が閉めっぱなしになっ

ている、最近姿を見かけない、といったさりげない見守りを指します。小さな変化から早期対

応につながることで、安心して生活できます。 

 

  

5.6

8.2

5.9

28.3

37.0

12.5

1.0

1.5

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

日ごろから、家族ぐるみの付き合いがある

困っているとき（病気、悩み、事故など）

に、相談したり、助け合ったりする

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに

声をかけ合ったりする

たまに立ち話をする

会えばあいさつを交わす

付き合いがほとんどない

その他

無回答

n=1,517

複数回答

何らかの付き合

いがある 

85.0％ 
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２ あなたが考える地域の範囲をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの市民が考える「地域」とは、隣近所、自治会、小学校区という比較的限られた範囲で

す。 

「地域」の中で行われる様々な活動に参加することで、地域の身近な方々と交流し、互いが

知り合うことができ、相談につなげたり、困りごとの解消に近づけたりすることが可能となり

ます。 

 

 

３ 今後、あなたは地域福祉活動をしたいと思いますか。 

 
 

地域福祉活動について「引き続き活動したい」「できれば活動したい」と回答した割合は 3

割に満たない状況です。「活動できない」「活動したくない」と回答した理由には「自分の興味

や自由な時間を優先したい」「きっかけがつかめない」「活動に関する情報がない」など、必ず

しも地域福祉活動への参加の否定にはつながらない理由が含まれています。 

地域福祉活動への参加は地域での人々の交流を促進することから、従来の狭義の福祉に関す

る活動のみならず、趣味や特技に関する活動等への参加も活性化することが重要です。 

  

引き続き活動したい 66 4.4%

できれば活動

したい

337

22.2%

あまり活動

したくない

430

28.3%

活動したくない 124 8.2%

活動したいが、

活動できない

436

28.7%

無回答 124 8.2%

地域福祉活動の意向(n=1517)

隣近所

436

28.7%

自治会

499

32.9%

小学校区

137

9.0%

中学校区 61 4.0%

座間市全域

268

17.7%

その他 38 2.5%

無回答 78 5.1%

地域の範囲(n=1517)

比較的限られた

範囲 

70.6％ 
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４ あなたは、毎日の暮らしの中で、どのようなことに悩みや不安を感じていますか。 

あなたは、暮らしの中で相談や助けが必要なとき、誰に頼みたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

多くの人が何かしらの悩みや不安を抱えています。特に健康に関することは、高い回答割合

を示しています。 

また、生活の中で、手助けや相談が必要なときに頼みたい相手は主に家族や親族、友人・知

人といった身近な人です。 

時間が経過すれば、子どもは成長し、成人や高齢者は年齢を重ねます。今は困りごとがなく

ても、時間の経過とともに状況は変化していきます。 

また、「頼める人がいない」という回答が４．８％、「頼むつもりがない」が０．９％と、孤

立、孤独と考えられる層の存在も見えてきました。 

 

  

77.8

37.2

36.2

20.0

19.8

15.7

9.7

8.2

5.5

3.5

2.4

2.2

4.8

0.9

2.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

家族

親族

友人・知人

医療機関

市役所の窓口

地域包括支援センター

地域の方

職場の方

社会福祉協議会

障害者相談支援事業所

民生委員・児童委員

子育て支援センター

頼める人がいない

頼むつもりはない

その他

手助けや相談が必要なとき頼みたい相手

n=1,517

複数回答

54.2

30.1

23.5

21.2

15.0

15.0

10.7

7.3

4.3

17.6

2.5

1.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

自分や家族の健康に関すること

生活費など経済的問題

介護に関すること

仕事に関すること

自分や家族の生活上の問題

（進学、就職、結婚など）

住まいに関すること

育児・子育てに関すること

近所との関係

家族間の人間関係

（嫁姑問題など）

特にない

その他

無回答

毎日の暮らしの中で感じている悩みや不安

n=1,517

複数回答

何らかの悩みや不

安を抱えている 

78.0％ 
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５ 地域の方にどのような手助けをしてほしいですか。 

 

地域の人に手助けをして欲しい内容、地域で手助けできる内容は、いずれも多岐にわたりま

す。一方で、多くの方が手助けをして欲しい、手助けできる内容として緊急時の手助けや安否

確認の声かけを挙げています。 

手助けを必要としている人と手助けできる人をつなぐ仕組みがあれば、悩みや不安の解消に

つながり、安心して暮らせるようになります。 

 

  

51.9

38.5

29.1

26.9

22.0

20.6

19.8

18.3

16.2

9.8

9.4

3.2

2.8

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

緊急時の手助け

安否確認の声かけ

外出（買い物、通院など）の手助け

高齢者や障がい者の介護・介助

買い物

話し相手

ごみ出し、草取りなど屋外の家事

掃除、洗濯などの屋内の家事

ちょっとした修理・補修

短時間の子どもの預かり

特にない

その他

無回答

地域の人に手助けして欲しいこと

n=1,517

複数回答

56.7

39.9

39.7

34.6

23.2

21.2

15.6

12.1

10.6

9.0

5.4

8.2

2.8

3.2

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

安否確認の声かけ

緊急時の手助け

関係機関に知らせる（市役所など）

話し相手

買い物

ごみ出し、草取りなど屋外の家事

外出（買い物、通院）の手助け

短時間の子どもの預かり

ちょっとした修理・補修

掃除、洗濯などの屋内の家事

高齢者や障がい者の介護・介助

特にない

その他

無回答

地域で手助けできること

n=1,517

複数回答



巻末資料 

 45 

６ 支え合う活動の中で、必要だと思うものは何ですか。 

 支え合う活動を活発にするためには、地域に何が必要だと思いますか。 

 

 
多くの人が災害時に支え合う活動、高齢者の生活を支援する活動、自治会の活動について、

必要だと回答しています。 

また、支え合う活動を活発にするためには、人材の育成や情報提供のほかに、活動に求めら

れる役割の整理・効率化も求められています。 

地域が求めているのは、災害時に支え合う活動、高齢者の生活を支援する活動、自治会の活

動などです。地域福祉の中で求められている、地域の人々が見守りの中で困りごとを抱える人

に気付き、その気付きを適切な支援へとつないでいく体制とも密接なかかわりがあることか

ら、これらの活動を担っている団体や組織への積極的な支援が重要となります。 

また、支え合う活動を活発にするために、人材の育成や情報提供、活動拠点の整備等の地域

福祉の体制づくりである公的な支援に加え、求められる活動に対する負担感を増大させないこ

とも重要です。  

37.2

35.5

32.2

22.0

19.9

17.6

17.4

12.9

11.9

10.8

9.3

7.4

5.0

1.9

4.5

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

災害時に支え合う活動

高齢者の生活を支援する活動

自治会の活動

子育てを支援する活動

誰もが立ち寄れる地域の居場所をつくる活動

高齢者、障がいのある方や子育て世帯への理解

高齢者や障がいのある方などの生きがいをつくる活動

障がいのある方の生活を支援する活動

特技や趣味を活かした活動

地区社会福祉協議会の活動

相談やサービスを利用できない方への支援

高齢者、障がいのある方や子どもへの虐待対策

特にない

その他

無回答

支え合う活動の中で、必要だと思うもの

n=1,517

複数回答

44.0

41.9

31.1

28.9

26.6

24.9

6.7

3.0

5.7

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

活動に関わる人材の育成

見守り、助け合い、支え合う活動の場や機関の情報提供

活動の拠点となる場の整備

活動の意義と重要性のPR

活動に求められる役割の整理・効率化

活動費、運営費などの資金

特にない

その他

無回答

支え合う活動を活発にするために地域に必要なこと

n=1,517

複数回答



巻末資料 

 46 

資
料
編 
巻
末
資
料 

７ 社会福祉協議会の行う活動、支援として、今後、充実してほしいものはどれですか。 

 

社会福祉協議会に充実してほしい活動・支援 

 

社会福祉協議会に期待される活動や支援は、気軽に相談できる体制の充実のほか、分野は多

岐にわたります。 

関係部署が様々な事業を社会福祉協議会に求めていますが、その内容や方向性、考え方につ

いて互いに理解し合意形成することで、より効果的な社会福祉協議会の活動に資することがで

きます。 

 

  

48.5

27.2

27.0

25.4

23.7

14.8

10.6

10.2

10.2

8.8

5.0

4.4

7.2

3.1

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

気軽に相談できる体制の充実

高齢者、障がい者、ひとり親家庭、産前産後の方への日常的な生活

支援（通院の同行、電球の交換、買い物支援など）

福祉に関する情報発信の充実

地域福祉活動を担う人材の育成

（地域の担い手、ボランティアなど）

誰もが立ち寄れる居場所づくり

自治会や地区社会福祉協議会（地区社協）、地域で活躍する団体や

ボランティアなどがつながり、福祉問題を解決するための場づくり

就労やボランティアなどを通じた社会参加の充実

地区社会福祉協議会（地区社協）の参加促進と支援

福祉ボランティアの参加促進と支援

相談やサービスが利用できない方

（ひきこもり、サービス利用拒否など）への支援

生活資金の貸付け

権利擁護の促進（成年後見制度、財産管理など）

特にない

その他

無回答

n=1,517
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Ⅲ 計画を策定するまで 

 

１ 計画策定の経過 

年月日 項目 主な内容 

令和元年 

（２０１９年） 

１１月８日～ 

１１月３０日 

「座間市地域福祉計画（第四

期）」策定に係る市民アンケート

調査 

市内在住の満 20 歳以上の男女 3,000 人を

無作為抽出し実施 

回収数 1,517 件 

回収率 50.6％ 

令和２年 

（２０２０年） 

７月１３日 

第１回座間市地域福祉計画策定検

討委員会 

○座間市地域福祉計画の策定について 

・地域福祉計画（第三期）の進捗状況

及び第四期策定に向けた今後の方針

について ８月２７日 
第１回座間市地域保健福祉サービ

ス推進委員会 

８月２４日～ 

９月１８日 

座間市再犯防止推進計画策定に係

るアンケート調査 

地域福祉に関わる活動や事業において感

じていることや、今後の取組に対する意

見についてアンケートを実施 

９月１日 
座間市再犯防止推進計画策定に係

るヒアリング 
保護司会にヒアリングを実施 

９月２５日 第２回座間市中核機関懇談会 
○座間市成年後見制度利用促進基本計画

（素案）について 

１０月１４日 
第２回座間市地域福祉計画策定検

討委員会 

○座間市地域福祉計画（第四期）の素案

について 

 ・素案を提示し、審議 

１１月５日～ 

１１月１３日 

座間市再犯防止推進計画（案）に

関する関係者ヒアリング 

○座間市再犯防止推進計画（案）につい

て、意見聴取 

１１月１９日 
第２回座間市地域保健福祉サービ

ス推進委員会 

○座間市地域福祉計画（第四期）の素案

について 

 ・素案を提示し、審議 

１２月９日～ 

令和３年 

（２０２１年） 

１月８日 

意見公募（パブリックコメント） 

○実施結果 

・意見提出者数 個人１人 

・意見総数 ２件 

１月２０日 
第３回座間市地域福祉計画策定検

討委員会（書面報告） 

○パブリックコメントの実施結果につい

て 

１月２５日 政策会議 

○座間市地域福祉計画（第四期）の案に

ついて 

・原案を付議し、承認 

１月２８日 
第３回座間市地域保健福祉サービ

ス推進委員会 

○座間市地域福祉計画（第四期）の案に

ついて 

 ・パブリックコメントの実施結果報告 

 ・原案を提示し、諮問 

２月１７日 
座間市地域保健福祉サービス推進

委員会 

○座間市地域福祉計画（第四期）の案に

ついて答申 
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２ 座間市地域保健福祉サービス推進委員会への諮問・答申 

諮問内容 

 

答申内容 
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３ 座間市地域保健福祉サービス推進委員会規則・委員名簿 

 

（目的） 

第１条 この規則は、座間市附属機関の設置に関する条例（昭和４８年座間市条例第４８号）第３

条の規定に基づき、座間市地域保健福祉サービス推進委員会（以下「委員会」という。）の組

織、運営等に関し必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、市長の諮問に応じ保健、医療及び福祉分野における各種サービスの推進に関す

る重要事項を調査審議し、その結果を報告し、又は意見を建議する。 

（委員） 

第３条 委員会の委員（以下「委員」という。）は、15 人以内とし、次に掲げる者のうちから市長

が委嘱する。 

(1) 保健医療団体及び機関の関係者 

(2) 福祉団体の関係者 

(3) 社会福祉事業に従事する者 

(4) 学識経験者 

(5) 公募による市民 

(6) その他市長が必要と認める者 

２ 委員の任期は 2 年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残

任期間とする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

（会長及び副会長） 

第４条 委員会に会長 1 人及び副会長 1人を置き、委員の互選により定める。 

２ 会長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理す

る。 

（会議） 

第５条 委員会の会議は、会長が招集し、会議の議長となる。 

２ 委員会の会議は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

４ 会長は、会議の運営上必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を聴

くことができる。 

（庶務） 

第６条 推進委員会の庶務は、主管課において処理する。 

（委任) 

第７条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、会長が会議に諮って定

める。 
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附 則 

(施行期日) 

１ この告示は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 次に掲げる要綱は、廃止する。 

( 1 )  座間市地域保健福祉サービス調整機構設置運営要綱（平成５年座間市告示第 

23 号） 

(2) 座間市介護保険事業計画作成委員会設置要綱(平成 10 年座間市告示第 76 号) 

(3) 座間市地域保健福祉サービス推進委員会設置運営要綱（平成 12 年５月 16 日告示第 70 号） 

 

 

座間市地域保健福祉サービス推進委員会委員選出区分 

 

 選出区分 選 出 先 

１ 
保健医療団体及び機関の関係者 

座間市医師会 

２ 座間歯科医師会 

３ 

福祉団体関係 

座間市障害者団体連合会 

４ 座間市老人クラブ連合会 

５ 座間市社会福祉協議会 

６ 座間市民生委員児童委員協議会 

７ 
社会福祉事業に従事する者 

障害者福祉施設 

８ 特別養護老人ホーム 

９ 学識経験者 教授等 

10 
公募による市民 

市民 

11 市民 

12 その他市

長が必要

と認める 

者 

自治会関係 座間市自治会総連合会 

13 関係行政機関 神奈川県厚木保健福祉事務所 

14 
ボランティア団体 

座間市社会福祉協議会登録のボランティア団体 

15 座間市社会福祉協議会登録のボランティア団体 
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委員名簿 

 

規則第３条による分類 氏 名 団体名等 

保健医療団体及び機関の

関係者 

中川 正行 座間市医師会 

土屋 光克 座間市歯科医師会 

福祉団体関係 

鈴木 孝幸 座間市障害者団体連合会 会長 

○関 伴治 座間市老人クラブ連合会 会長 

◎飛田 昭 座間市社会福祉協議会 会長 

阿部 正信 座間市民生委員児童委員協議会 会長 

社会福祉事業に従事する

者 

府川 孝臣 
社会福祉法人日本キリスト教奉仕団アガペセン

ター アガペサポートセンター施設長 

岡山 昌子 
社会福祉法人ユーアイ二十一  特別養護老人ホ

ーム 太陽の家座間 管理者 

学識経験者 佐久間 志保子 和泉短期大学 特任教授 

公募市民 
古谷 育代 公募市民 

鈴木 八千代 公募市民 

その他

市長が

必要と

認める

者 

自治会関係 菊地 孝 座間市自治会総連合会 会長 

関係行政機関 星野 美保 厚木保健福祉事務所 保健福祉部長 

ボランティア団

体 

横田 登美子 バリフリ座間 

永井 由江 座間市点訳サークル あかり会 

◎会長、○副会長 任期：令和元年１２月１日～令和３年１１月３０日 

 

４ 座間市地域福祉計画策定検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 社会福祉法（昭和２６年法律第４号）第１０７条の規定に基づく座間市における市町村地

域福祉計画（以下「地域福祉計画」という。）の策定及び進行管理等を行うため、座間市地域福祉

計画策定検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、地域福祉計画の策定及び進行管理等に必要な事項を調査検討する。 

（組織） 

第３条 委員会は、別表に掲げる委員をもって組織する。 

２ 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員長には福祉部長を、副委員長には福祉長寿課長をも

って充てる。 
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（職務） 

第４条 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第５条 委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員会の会議は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

４ 委員長は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第６条 委員会の庶務は、地域福祉計画主管課において処理する。 

（実施細目） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮っ

て定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成２７年６月１８日から施行する。 

この要綱は、平成３０年１月１１日から施行する。 

この要綱は、令和２年６月１日から施行する。 

 

別表（第３条関係） 

座間市地域福祉計画策定検討委員会名簿 

職  名 

福祉部長 

市長室危機管理課長 

企画財政部企画政策課長 

市民部市民協働課長 

健康部健康づくり課長 

健康部介護保険課長 

福祉部福祉長寿課長 

福祉部障がい福祉課長 

福祉部生活援護課長 

子ども未来部子ども政策課長 

子ども未来部子ども育成課長 

子ども未来部保育課長 

子ども未来部青少年課長 


